
古
事
記
と
萬
葉
集

平
成

年
８
月

日(

日)

～
平
成

年
８
月

日(

火)

23

21

23

23

◎
第
１
部

一
般
参
加
の
方
、
事
前
申
込
不
要
・
研
究
者
の
方
、
事
前
申
込
要

【

公
開
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】「
古
事
記
と
萬
葉
集
」（
無
料
）

平
成

年
８
月

日(

日)

時

分
～

時
（
於
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
）

23

21

10

30

17

【

公
開
講
演
会
】

「
声
の
こ
と
ば
、
文
字
の
こ
と
ば
」

奈
良
女
子
大
学
教
授

奥
村

悦
三

「
古
事
記
本
文
中
の
仮
名
と
万
葉
集
訓
字
主
体
表
記
歌
巻
の
仮
名
」

関
西
大
学
教
授

乾

善
彦

「
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
冒
頭
」

佛
教
大
学
教
授

榎
本

福
寿

「
古
事
記
の
訓
み
―
方
法
と
立
場
―
」

京
都
大
学
大
学
院
教
授

内
田

賢
德

【

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

パ
ネ
リ
ス
ト

奈
良
女
子
大
学
教
授

奥
村

悦
三

関
西
大
学
教
授

乾

善
彦

佛
教
大
学
教
授

榎
本

福
寿

京
都
大
学
大
学
院
教
授

内
田

賢
德

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

奈
良
女
子
大
学
教
授

舘
野

和
己

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

奈
良
女
子
大
学
准
教
授

奥
村

和
美

※

館
内
展
示
の
観
覧
に
は
、
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す

(

講
演
会
参
加
証
或
い
は
参
加
者
名
札
の
提
示
に
よ
り
割
引
い
た
し
ま
す)

◎
第
２
部

研
究
者
に
限
る
（
事
前
申
込
要
）

【

臨
地
研
究
プ
レ
講
義
】「
古
事
記
・
萬
葉
集
の
故
地
」（
無
料
）

平
成

年
８
月

日(

月)

時

分
～

時
（
於
奈
良
女
子
大
学

Ｎ
２
０
２
）

23

22

10

30

12

奈
良
女
子
大
学
教
授

舘
野

和
己

奈
良
女
子
大
学
教
授

出
田

和
久

【

若
手
研
究
発
表
会
】
萬
葉
語
学
文
学
研
究
会
と
の
共
催
（
無
料
）

平
成

年
８
月

日(

月)

時

分
～

時

分
（
於
奈
良
女
子
大
学

Ｎ
２
０
２
）

23

22

13

30

17

30

「
『
古
事
記
』
に
お
け
る
倭
建
命
の
位
置
づ
け
―
須
佐
之
男
命
と
の
比
較
―
」

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
生

岡
田

高
志

「
万
葉
集
巻
六
の
配
列
に
つ
い
て
」

大
谷
大
学
助
教

根
来

麻
子

「
古
事
記
「
廻
」
字
考
」

奈
良
女
子
大
学
教
務
補
佐

阪
口

由
佳

【

臨
地
研
究
】「
古
事
記
・
萬
葉
集
の
故
地
」（
別
途
バ
ス
代
要
）

平
成

年
８
月

日(

火)

９
時

分
～

時

23

23

50

16

太
安
万
侶
墓
・
光
仁
天
皇
陵
～
都
祁
の
氷
室
～
石
上
神
宮
～
行
燈
山
古
墳(

崇
神
天
皇
陵)

～
多
坐
弥
志
理
都
比
古
神
社(

多
神
社)

～
売
太
神
社

臨
地
説
明

奈
良
女
子
大
学
教
授

出
田

和
久
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奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー

第
７
回
若
手
研
究
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

申込先：奈良女子大学古代学学術研究センター若手研究者支援事業担当
〒 630-8263 奈良市北魚屋西町 奈良女子大学文学部
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